
  令和３年度「びほろブランド認証品」 

 食 編                                    食編以外 

びほろブランドとは・・・ 

美幌産の優れた商品を「びほろブランド」として認証し、他の商品との差別化を図り全

国への販路拡大に向けＰＲをしていこうというものです。その目的は、地域内で連携を図

り美幌町の魅力ある商品の認知度やイメージをより高め、６次産業化の促進や地域経済を

活性化させることにあります。 

 びほろブランドの認証は、基本事項に合致した申請商品について、５つの認証基準、①

物語性（商品コンセプト）、②独自性、③信頼性、④市場性、⑤将来性を総合的に勘案して

決めるものであります。 

 

認証 

番号 
認  証  商  品 会  社  名 

１ 

 

「延 寿 杯」 
 
槐の木が持つ魅力を「木地師」と

呼ばれる職人の技術を活かし一つ

一つ手作りで制作。 

槐の木目の美しさと、皮目の白い

部分を残し木が持つ個性を尊重し

た自然な飲み口が特徴。 
円 舘 工 芸 舎 

代表 円舘 金 

美幌町日の出１丁目 

２ 

 

「サンピラー」 
木以外の素材と異業種の職人と

のコラボ商品。 

網走の「流氷硝子館」のリサイク

ルのグラスに、合わせ技術で制作し

た槐のウッドカバーを装着。炭酸飲

料を注いだ際に柱のように泡が立

ち昇る仕掛けで、冬場の自然現象で

ある「サンピラー（太陽柱）」をイメ

ージ。 

３ 

 

 

「美幌トマカラサン」 
 

社会福祉法人 北海道療育園 ワ

ークセンタぴぽろ様が育てた加熱

用トマトと唐辛子から開発した商

品。福祉と農業で町を元気に「トマ

トからの福農商工連携」を実現。 

トマトそのものを自社で酢酸発

酵させたトマトの酢の酸味まろや

かさが後味すっきり、「旨くて辛

い！食べるソース」です。 

 

 

2 

（同)びほろ笑顔 

プロジェクト 

代表社員 味噌一郎 

美幌町仲町 1丁目 

  



 

認証 

番号 
認  証  商  品 会  社  名 

４ 

 

 

「BEAUTY HILL ICE CREAM」 

（かぼちゃ） 
    

授業の一環として、愛情たっ

ぷり育てた乳牛から搾った濃

厚な牛乳と美幌高校で育てた

ほくほくと栗のように甘いか

ぼちゃ「くりゆたか」が出合い

鮮やかな色合いと甘みが特徴

な滑らかなアイスクリーム。 

道立美幌高等学校 

校長 伊與部 明 

美幌町報徳９４番地 

５ 

 

 

「BEAUTY HILL ICE CREAM」 

（にんじん） 

 
授業の一環として、愛情たっ

ぷり育てた乳牛から搾った濃

厚な牛乳と有機農業に取組ん

でいる農家との規格外の有効

活用に取組んだ野菜のアイス

クリーム。 

６ 

 

 

「BEAUTY HILL ICE CREAM」 

（トマト） 

 
授業の一環として、愛情たっ

ぷり育てた乳牛から搾った濃

厚な牛乳と加熱用トマトで農

福連携に取り組んでいる企業

とコラボで作られた野菜のア

イスクリーム。 

７ 

 

 

「BEAUTY HILL ICE CREAM」

（アスパラ） 

 
授業の一環として、愛情たっ

ぷり育てた乳牛から搾った濃

厚な牛乳とほぼ 1年間取扱可能

なアスパラガスの切り下有効

活用に取り組んでいる企業と

のコラボで作られた野菜のア

イスクリーム。 

 

 



 

認証 

番号 
認  証  商  品 会  社  名 

８ 

 

 

「美幌小麦 生ひやむぎ」 

（アスパラ） 
 

アスパラ栽培が盛んで、日本初

の 11 月出荷を可能とした栽培

方法を確立し、ほぼ 1年間取扱

ができるアスパラの町。規格外

品等の高付加価値向上のため

美幌産の野菜と小麦（きたほな

み）にて製造。 

もっちりとした食感が特徴

的でほのかな香りと、涼しげな

色合いもお楽しみ。 

 

美幌町農業協同組合 

代表理事組合長 

  清 野 政 彦 

美幌町青山南 

     30番地 1 

９ 

 

 

「美幌小麦 生ひやむぎ」 

（にんじん） 
 

豊富なにんじんの生産から

出る規格外品等の高付加価値

向上のため美幌産の野菜と小

麦（きたほなみ）にて製造。 

もっちりとした食感が特徴

的でほのかな香りと、涼しげな

色合いもお楽しみ。 

 

１０ 

 

 

「 美 幌 羊 羹 」 

 
 美幌産の小豆を使用したお

菓子作りから美幌羊羹が完成。

長い賞味期限と常温での持ち

歩きが可能なお土産品として。 

 食べきれるサイズでの商品

化で、気兼ねなくより多くのお

客様に手に取り食べていただ

ける商品です。 

（有）山本菓子舗 

代表取締役  

山 本 恵 司 

美幌町仲町１丁目 

 

 


